
【参考】 平成２８年度 地産地消コーディネーター派遣事業 成果まとめ

①情報交換・コミュニケーションの
場の設定が出来た。
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②地場産物の利用拡大、地場産物供
給回数の拡大につながった。
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③地場産物の利用に関する具体的な
助言・指導が受けられた。

︣ צּ אל כֿ ḭ
ḭ ḭ צּ Ḯ

【派遣地区での実例】
ḱ ︡
ṕ ḭ ḭ ṇ Ṗ

ḱ
ṕ אלקּ וֹ ḭ ḱ ḭלּ Ṗ

ḱ ṕ Ṗ ︣
ḱ ṕ ךּ Ṗ ︣

④関係者の意識に変化があった。
地域全体の取組に発展した。
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抱える課題 本事業で取り組んだ内容 成 果

地産地消コーディネーター派遣事業 実施例
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関係者全体での方向性が確לּךּ
認できた。
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学校等施設給食における地場産物の利用拡大に向けた今後の課題

学校給食側での課題
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